
伊賀市　事務事業事前評価シート 新規・ソフト事業

コード 名               称
担当部課名 企画振興部文化国際課

事 業 名 3027 アーティスト・イン・レジデンス運営
作成者氏名 松本　博臣

基本施策 35 文化芸術により、豊かな感性と創造性を育む
連   絡   先 ２２－９６２４

事業の計画・内容

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
市民 創作活動の芸術家に対するボランティアの育成及び美術作品の創作活動

に対する理解と関心を持った、心の豊かな市民が増える。

本
年
度
事
業
内
容

・作家滞在型公開製作（6人の作家）
・ジュニア彫刻教室及びシニア彫刻教室等
・プレイベント「風と土のかたち展」
・作品展覧会
・アーツ・フォーラム

開始年度 平成 19 年度 終了年度 平成 年度 根拠法令・要綱等

投入資源 活動指標
H19 H20 H21

活動指標 単位
目標値

①投入人員 正規職員 （人） 0.2 0.2 0.2 平成 19 年度

プレイベント入場者 人 350

人件費合計（A） 1,440 1,440 1,440

②支出内訳 事業費（B) 10,000 10,000 10,000
彫刻教室等 人 240（千円） 委託料 10,000 10,000 10,000

作品展覧会入場者 人 500その他

合計（A+B) 11,440 11,440 11,440

③財源内訳 特定財源 国県支出金

（千円） 地方債
受益者負担
その他特財 5,000 5,000 5,000

一般財源 6,440 6,440 6,440
上記①～③に関する特記事項

一般財源は伊賀市文化振興基金　500万円
その他財源は地域創造事業助成金　500万円

評価指標
事業の目的の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位 H19目標値

公開製作入場者 滞在型作家の製作品の観賞延べ人数 人 750

評
　
　
　
　
　
　
　
価

必要性 4
作家の長期滞在型創作活動は、地域のボランティア活動を中心とした実行委員で実施し、市民と創作者が一体となっ
て創作活動を行うため、芸術に対する理解と関心を深め、豊かな文化振興につながる。

有効性 3 作家作品を公共施設へ設置することで、芸術作品による、癒しの空間ができる。

効率性 3 事業は、ボランティア活動を行う人たちと行政の協働で実施する。

総合評価

Ａ


